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報道発表資料 宮 城 県 登 米 市 

あふれる笑顔 豊かな自然 住みたいまち とめ 

 

  令和５年６月 22 日 

 

「救急救護功労」に係る感謝状（消防長賞）の贈呈について 

 

市消防本部では、各種災害時に顕著な功績があり市民の模範となる個人または団体を、登

米市消防長名で表彰しています。 

この度、迅速で的確な判断と連携の取れた行動により、心肺停止の男性に対し救命手当を

施し回復させた功績に対し、感謝状を贈呈し表彰します。 

 

記 

１ 日  時 

  令和５年６月 29 日（木）午前 11 時 00 分から 

２ 場  所 

 登米市消防防災センター ３階 大会議室（登米市迫町森字平柳 25 番地） 

３ 受 彰 者 

 山谷 芝枝（やまや ふさえ） 様    ［大崎市］ 

山内 貴宣（やまうち たかのぶ） 様  ［南方町］ 

佐藤 由紀枝（さとう ゆきえ） 様   ［中田町］ 

東 翔（あずま しょう） 様      ［大崎市］ 

４ 概  要 

令和５年３月 18 日（土）午後７時 42 分ごろ、迫町佐沼字中江二丁目６番地１迫体育館

内で、卓球の練習をしていた男性が心肺停止状態になった。同じく練習に参加していた４

名は、男性の異変にいち早く気付き早期に 119 番通報を依頼し、施設内のＡＥＤを用いて

除細動を実施するとともに、交代しながら心肺蘇生法を救急隊が到着するまで継続した。 

男性は、到着した救急隊の処置により呼吸と脈拍が再開、医療機関に搬送され、約１ヵ

月間の入院加療を経て、現在は後遺症等なく日常の生活を送られている。 

 

 〔問い合わせ〕 

消防本部消防総務課 

課長 及川 貴之  

TEL：0220－22－3119（直通） 


